
　
接
着
剤
は
日
用
品
を
は
じ
め
住
宅
・
建
築
、
電
子
・
電
機
、
自
動
車
、
航
空
機
、
医
療
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活

用
さ
れ
、
そ
の
役
割
は
社
会
に
欠
か
せ
な
い
。
問
わ
れ
る
機
能
も
高
度
化
、
多
様
化
し
、
適
用
領
域
は
拡
大
。
異

種
材
料
と
の
接
合
が
可
能
な
特
徴
を
背
景
に
、
軽
量
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
は
じ
め
、
次
世
代
の
モ
ノ
づ
く
り
に

さ
ら
に
進
化
し
た
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
最
近
の
接
着
技
術
の
動
向
や
耐
久
性
、
信
頼
性
に
関
す

る
研
究
開
発
の
現
状
、
新
た
な
活
用
分
野
な
ど
に
つ
い
て
、
原
賀
接
着
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
専
務
・
首
席
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
原
賀
康
介
氏
に
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

写真２　駅ホーム可動安全扉（札
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接着剤

研
究
開
発
の
現
状
＆
新
た
な
活
用
分
野

専務・首席コンサルタント原賀康介原賀接着技術コンサルタント
次世代のモノづくりを支える 接

着
の
信
頼
性
基
準
「
破
壊
状
態
」
が
重
要

省
エ
ネ
、
安
全
確
保
に
も
貢
献
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■
接
着
の
活
用
が
今
後
期

待
さ
れ
る
分
野

　
接
着
の
最
大
の
特
徴
は
異

種
材
料
の
接
合
が
可
能
な
こ

と
で
あ
り
、
樹
脂
や
複
合
材

料
と
金
属
、
異
種
金
属
の
高

信
頼
性
接
着
組
み
立
て

接

着
と
他
の
接
合
の
併
用
組
み

立
て
も

の
技
術
開
発
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
自

動
車
の
車
体
軽
量
化
は
省
エ

ネ
に
効
果
的
で
あ
り
、
接
着

の
本
格
的
適
用
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
大
型
部
品
の
異
種
材
料
接

着
に
お
い
て
は
、
線
膨
張
係

数
差
に
よ
る
変
形
を
回
避
で

き
る
室
温
硬
化
型
接
着
剤
の

高
性
能
化
が
期
待
さ
れ
る
。

既
設
プ
ラ
ン
ト
や
既
設
建
造

物
内
で
の
改
修
工
事
や
船
舶

擬
装
工
程
で
は
、
火
災
に
つ

な
が
る
火
気
を
使
用
し
な
い

火
気
レ
ス
工
法
の
開
発
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
接
着
と
ボ

ル
ト
な
ど
の
併
用
接
合
で
強

度
、
信
頼
性
、
作
業
性
の
確

保
は
可
能
で
あ
り
、
現
場
施

工
に
適
し
た
接
着
剤
の
開

発
、
表
面
処
理
法
の
開
発
、

設
計
基
準
の
早
期
作
成
が
期

待
さ
れ
る
。
接
着
が
な
け
れ

ば
全
く
成
立
し
な
い
未
来
技

術
や
製
品
は
た
く
さ
ん
あ

る
。
今
後
の
研
究
開
発
の
加

速
に
期
待
し
た
い
。

　
■
今
後
の
研
究
、
開
発
の

課
題

　
接
着
後
の
健
全
性
を
簡
易

に
診
断
す
る
方
法
は
ほ
と
ん

ど
無
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

接
着
部
の
診
断
技
術
の
開
発

が
必
要
で
あ
る
。
大
型
部
品

を
短
時
間
で
表
面
改
質
す
る

装
置
の
開
発
も
必
要
で
あ

る
。

　
現
在
の
接
着
継
ぎ
手
の
破

壊
は
、
金
属
の
よ
う
な
塑
性

破
壊
で
は
な
く
、
ガ
ラ
ス
な

ど
の
よ
う
な
脆
性
破
壊
に
近

い
。
理
想
的
な
接
着
継
ぎ
手

を
得
る
た
め
に
、
高
弾
性
率

と
大
き
な
塑
性
変
形
域
を
有

す
る
接
着
剤
や
接
着
と
他
の

接
合
の
併
用
構
造
が
開
発
さ

れ
れ
ば
、
接
着
の
信
頼
性
は

格
段
に
向
上
す
る
で
あ
ろ

う
。
材
料
開
発
が
進
ん
で
も

耐
久
性
や
信
頼
性
に
関
す
る

検
証
技
術
が
伴
わ
な
け
れ
ば

製
品
へ
の
適
用
は
で
き
な

い
。

　
今
回
の
笹
子
ト
ン
ネ
ル
事

故
を
教
訓
と
し
て
、
国
の
補

助
金
な
ど
に
よ
る
産
学
官
連

携
で
の
接
着
の
耐
久
性
、
信

頼
性
の
評
価
、
高
度
化
技
術

の
研
究
開
発
促
進
が
必
要
で

あ
ろ
う
。
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■
接
着
の
耐
久
性
、
信
頼

性
に
関
す
る
研
究
開
発
の
現

状　
昨
年

月
に
発
生
し
た
中

央
自
動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル

の
天
井
板
崩
落
事
故
を
機

に
、
「
接
着
」
の
強
度
、
耐

久
性
、
信
頼
性
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ

―

年
の
間
に
接
着
の
耐

久
性
、
信
頼
性
に
関
す
る
研

究
開
発
は
進
み
、
以
下
の
よ

う
な
現
状
に
あ
る
。

　
屋
外
で
長
期
間
使
用
し
た

場
合
の
接
着
強
度
の
経
時
変

化
の
予
測
は
、
実
測
値
と
良

い
一
致
が
見
ら
れ
る
段
階
に

あ
る
。
長
期
間
の
ク
リ
ー
プ

破
壊
耐
力
の
推
定
も
可
能
に

な
っ
て
い
る
。
水
分
で
の
接

着
劣
化
が
、
接
着
部
の
寸
法

・
形
状
に
大
き
く
影
響
さ
れ

る
こ
と
や
、
ク
リ
ー
プ
応
力

と
水
分
が
複
合
し
て
作
用
す

る
と
、
ク
リ
ー
プ
破
壊
時
間

が
大
き
く
低
下
す
る
こ
と
な

ど
も
明
確
化
さ
れ
て
い
る
。

接
着
強
度
を
平
均
値
で
考
え

る
こ
と
は
不
適
で

あ
り
、
バ
ラ
つ
き

を
統
計
的
に
扱

い
、
各
種
の
環
境

と
応
力
の
複
合
条

件
下
で
の
長
期
使

用
後
の
安
全
率
の

裕
度
を
求
め
る
方

法
も
開
発
、
適
用

さ
れ
て
い
る
。

　
接
着
の
信
頼
性

の
基
準
は
、
従
来

は
「
接
着
強
度
」

が
主
で
あ
っ
た

が
、
最
近
で
は
、

破
壊
時
の
「
破
壊

状
態
」
の
重
要
さ

が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
接
着
剤
と
被
着
材
料
の

界
面
で
の
破
壊
を
避
け
て
、

接
着
剤
の
内
部
で
の
破
壊
に

持
っ
て
行
く
こ
と
で
、
接
着

の
信
頼
性
は
大
き
く
向
上
す

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。

　
接
着
の
界
面
を
強
化
す
る

方
法
と
し
て
、
短
波
長
紫
外

線
照
射
、
エ
キ
シ
マ
光
照

射
、
大
気
圧
プ
ラ
ズ
マ
処
理

な
ど
の
表
面
改
質
法
が
効
果

的
で
あ
り
、
各
種
の
表
面
改

質
装
置
が
開
発
、
販
売
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
接
着
組
み
立
て
に
お
け
る

生
産
性
、
コ
ス
ト
を
考
え
た

場
合
、
接
着
剤
だ
け
で
の
接

合
は
接
着
剤
の
硬
化
時
間
ま

で
の
固
定
な
ど
有
利
と
は
言

い
が
た
い
。
そ
こ
で
、
接
着

剤
と
溶
接
や
各
種
の
フ
ァ
ス

ナ
ー
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る

併
用
接
合
が
採
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
万
が
一

接
着
部
が
破
壊
し
て
も
、
も

う
一
方
の
接
合
で
最
低
限
の

安
全
を
確
保
す
る
冗
長
設
計

と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。

　
上
記
の
よ
う
な
開
発
は
進

ん
で
き
た
が
、
接
着
の
耐
久

性
、
信
頼
性
の
研
究
開
発
者

は
き
わ
め
て
少
な
く
、
高
信

頼
性
接
着
の
考
え
方
が
広
く

普
及
す
る
に
は
ま
だ
時
間
を

要
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
接
着
剤
に
よ
る
接
合
組
み

立
て
は
、
異
種
材
料
の
接
合

が
で
き
る
、
接
合
時
の
歪
み

ひ
ず

が
小
さ
い
、
面
接
合
に
よ
り

応
力
分
散
が
で
き
る
な
ど
、

他
の
接
合
法
に
は
な
い
多
く

の
特
徴
を
有
し
て
お
り
、
最

近
で
は
広
範
な
産
業
分
野
で

使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
■
最
近
の
接
着
技
術

　
ボ
ー
イ
ン
グ
７
８
７
に
代

表
さ
れ
る
炭
素
繊
維
強
化
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ

の
組
み
立
て

軽
量
化

、

国
際
天
文
観
測
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
Ａ
Ｌ
Ｍ
Ａ

ア
ル
マ

の

電
波
望
遠
鏡

写
真
１

の

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
ハ
ニ
カ
ム
反
射
板

温
度
変
化
で
の
形
状
変
化

の
防
止

や
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
パ
イ

プ
と
金
属
継
ぎ
手
の
接
着
に

よ
る
ト
ラ
ス
組
み
立
て

高

強
度
・
高
精
度

、
１
０
０

０
分
の
１

の
回
転
制
御

の
た
め
の
円
弧
状
リ
ニ
ア
サ

ー
ボ
モ
ー
タ
ー
の
永
久
磁
石

接
着

高
精
度
化

、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
巻
上
機
モ
ー
タ

ー
、
Ｆ
Ａ
用
サ
ー
ボ
モ
ー
タ

ー
、
風
力
発
電
機
な
ど
の
永

久
磁
石
の
接
着

省
エ
ネ
、

小
型
・
軽
量
化

、
安
全
、

安
心
な
社
会
に
役
だ
つ
駅
ホ

ー
ム
可
動
安
全
扉

写
真

２

の
組
み
立
て

軽
量

化
、
意
匠
性

な
ど
枚
挙
に

い
と
ま
が
な
い
。
接
着
剤
の

開
発
も
進
ん
で
い
る
。
従

来
、
表
面
処
理
な
し
で
は
接

着
が
困
難
で
あ
っ
た
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
や
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン

な
ど
で
も
接
着
で
き
る
変
性

ア
ク
リ
ル
系
接
着
剤
や
変
性

シ
リ
コ
ー
ン
系
接
着
剤
も
開

発
、
販
売
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
タ

ッ
チ
パ
ネ
ル
の
部
品
加
工
の

段
階
で
仮
接
着
し
て
加
工

し
、
加
工
終
了
後
に
容
易
に

剥
離
が
で
き
る
部
品
加
工
用

接
着
剤
な
ど
も
開
発
使
用
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ト
リ

ア
ジ
ン
チ
オ
ー
ル
を
用
い
た

分
子
接
着
法
や
、
金
属
と
樹

脂
の
射
出
成
形
に
よ
る
一
体

成
形
化
技
術
な
ど
も
開
発
さ

れ
て
い
る
。


